






らねばならない。ＨＰやＭＬ(メーリングリスト)

などのネットワークパワーを活かし、ネットワーク

パンチを時代に浴びせ続けねばならない。 

 ブケパロス。奔馬なれど暴れ馬。自分の影に怯え

る汗血馬。アレキサンドロス３世が唯一乗りこなし

た。智恵を凝らして。奔走、迷走する時代を乗りこ

なすには、智恵が必要。乗らなければただの田舎マ

ケドニアのアレキサンドロス。乗りこなせば史上最

大の帝国のアレキサンダー大王。時代を進取席巻で

きるか出来ないかは僅かの差。放射線科部。医療技

術部放射線科。技術の粋を極めた高性能大型医療機

器配備され、放射線技師が管理運用する。但し、ス

イッチマンに甘んじることなく、乗りこなす、使い

切る事が出来ねばプロとは言えない。応用力と適応

能力などが必須の条件となりうる。一方で、赤十字

社の一員としての、幅広い役目がある。防災・災害

救助・検診・救命救急・国際貢献等。各地各施設の

取り組みは真摯になされても、大規模災害・広域救

命救急体制は緊密な連携プレーが必要。又、情報ネ

ットワーク（電子カルテ・PACS など）を院内に網

羅する役目も積極的に荷なければなら無いし、荷え

る立場にある。画像情報技師、コンピューター技師、

そして各種認定技師など複数のライセンスを取得

した会員が、又、医療技術学博士号を取得した会員

がその任を積極的に背負って、現世のブケパロスを

乗りこなす。技師会は、放射線科部の枠を超えた、

院内組織的活動への進出と、全国の赤十字施設をそ

の技術力と人的資源で繋ぐ準備とシステム構築の

初期段階を終えたばかりである。古来、武道や芸道

では「守・破・離」とその技量や芸域の修行段階を

3 文字で表す（先般、九州ブロックの若い会員が、

スキルの物差しとして引用してプレゼンしてい

た。）。不立文字の世界を簡潔明瞭に現した言葉であ

る。「守」は基礎。武芸では型に相当。師匠や先輩

がこの任に当たる。個や全の命運に関わる。「破」

は応用。当日直や修羅場をくぐって独りで体得。技

師会の関与は此処から。ＨＰやＭＬの活用で自己啓

発。「離」は思索、創造、自分の型。往々にしてヒ

トは、「守」を疎かにし「離」「破」を得ようと焦っ

て、大成しないもの。或いは「守」だけで「破」「離」

に境地があがらず、小成止まりの無念な例をひくも

の。である。 

 日本赤十字社は「守」。その倫理はすべての根源。

存在意義である。会員が所属する各施設は「城」。

唯この「城」は自活、自立を促す「城」であり、日

本赤十字放射線技師会はその会員を「破」に進化す

るため労を惜しまない。そして赤十字精神を内外に

「離」散、突出させ、燦然と輝く会員を育てたい。

エベレストのイエローバンドのように。

 






